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独立行政法人 中小企業基盤整備機構
創業・スタートアップ支援部　スタートアップ支援課

募集セミナー開催！
プログラム概要やサポート体制などが詳しくわかる

※お問合せは、月～金（祝日除く）

※本事業は独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、
運営事務局業務を有限責任監査法人トーマツへ委託しています。

fastar-startup@tohmatsu.co.jp
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00 に対応させていただきます。

080-4600-6516電話番号

メール

中小機構アクセラレーションプログラム

2026

【正午】
12�4

[

金
曜
日]

応募締切

スタートアップ
    募集中グローバル規模での社会課題解決や

成長産業の変革を目指している

スタートアップ（起業予定者を含む）を募集します。

プログラム内容

第二期
（第16期）

公募

2026年度

11月6日（金）17:00～18:00 ONLINE開催

中小機構 FASTAR 検索

詳しくは HPからご確認いただけます

https://fastar.smrj.go.jp/program/16/

01

伴走メンタリングによる
事業計画策定支援

【約１年間、原則 1 回 / 月】
直接面談、オンライン併用

メンタリング

02

参加企業のニーズが高い
支援イベントを実施

【テーマ例】資金調達、知財戦略

支援イベント

03

資金調達や協業創出に向けた
VCや大企業等のマッチング支援

デモデイ

04

支援情報やイベント情報など、
有益な情報を発信

卒業後サポート



困難に挑むスタートアップの
挑戦を輝きに変える

A B O U T  F A S T A R

FASTAR は「困難に挑むスタートアップの挑戦を輝きに変える」 ことを

ビジョンに掲げ、事業課題に悩むシードスタートアップへ、本当にスター

トアップが求める支援を提供すべく、専門家が伴走しながら、事業成

長を目指すプログラムです。 2019年の開始以降、バイオテクノロジーや

ディープテックなどの技術力が必要な領域も含め、様々な業種のシー

ドスタートアップをサポートしてきました。

第 16期スケジュール

過去参加企業の声

これまでの実績

プログラム参加企業

社220
資金調達累計額

（第 1 期～第 10 期企業）（第 1 期～第 15 期）

約 億円356 ％超

プログラム満足度

※2025 年 3 月時点

95

ス
タ
ー
企
業
と
し
て
成
長 ピッチイベント

IPO、地域有力スタートアップへ

2026.12.4

募集締切
2026.12月中旬～下旬

書類審査

2026.12月下旬～2027年2月上旬
オンラインを予定しています

※書類審査及び面談審査については、合否に関わらず、結果をメールにより通知します。

面談審査
2027.3月中旬

採択結果通知

2027.3月下旬頃を予定

順次支援開始

01
STEP

02
STEP

03
STEP

04
STEP

05
STEP

大きな社会インパクトを目指す

地方を含む全国を対象

研究開発型も含む全領域

立上げ期の若いステージから支援

プログラム後もフォロー

特徴

以下のようなお悩みに対し専門家が伴走してサポートします

資本政策や
組織体制の
整備計画を
検討したい

研究開発成果の
事業化を

目指したい

資金調達先を
探したい

事業計画の策定と
ブラッシュアップを

したい

プロダクト・サービスの
実証、販路開拓に向けた

戦略を考えたい

Floatmeal 株式会社
【代表取締役】 北村 もあな様

FASTAR 第 8 期参加年

■ FASTAR 参加後の事業の状態
FASTAR 参加後、複数の助成金に採択されました。支援終了後も FASTAR から
のアドバイスを活用し、現在は詳細な事業計画と資本政策の策定を進めています。
また、資金調達の準備を進めながら、研究開発、営業、採用にも注力しています。

■ FASTAR 参加中のサポート内容
FASTAR では、法人設立の支援に加え、ビジネスモデルの構築、PoC の実施、
資金調達、知財に関するサポートなど、幅広く熱心に支援していただき、事業を
大きく前進させることができました。

■ FASTAR 参加前に抱えていた課題
FASTAR 参加時は法人設立前であったため、法人設立に加え、ビジネスモデルの
構築、資金調達、知財の整理が課題となっていました。

■ 事業概要
水生植物ウキクサ（ウォルフィア）を、微生物を使って衛生的に生産することで、
持続可能なたんぱく質を供給する事業を行っています。ウォルフィアは、大豆と比
べて環境負荷が低く生産効率が高い栽培が可能であり、次世代の栄養源です。



